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お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

ミニ議会（まちづくり推進委員会主催）
は 12 月 24 日 に 開 か れ、 町 内 か ら 16
人の小学生が「議員」として参加した。
町のごみ削減、環境対策に対し考えを
提案した坂本怜美さん（木ノ下小６年）

子どもの視点で提案

Special Edition
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町
消
防
団
下
田
第
８
分
団さ

ん

おりだて・まさる◉ 1975（昭和
50）年下田町（＝当時）向山
生まれ。丸運十和田運送に勤
務し、自動販売機設置などを担
当する。01 年下田町消防団第
８分団に入団。中堅団員として

若手とベテランのつなぎ役を務
める。祖父母、母と４人暮らし。
おいらせ町向山在住、34 歳
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おいらせ
「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌
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迷
わ
ず
入
団
し
た
。

　

入
団
当
初
は
活
動
内
容
、
動
き
が

分
か
ら
ず
苦
労
し
た
。
消
防
自
動
車

の
操
作
、
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
防
火
水
槽
の
把
握
な
ど
、

覚
え
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ
た
。

　

先
輩
団
員
た
ち
の
指
導
は
厳
し

か
っ
た
。
で
も
気
持
ち
は
温
か
か
っ
た
。

折
舘
さ
ん
は
「
地
域
の
人
の
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
消
防
団
は
大
切
な

役
割
だ
と
教
わ
っ
た
。
や
り
が
い
を

強
く
感
じ
て
い
る
」
と
に
っ
こ
り
。

　

今
は
分
団
の
中
堅
と
し
て
の
役
割

を
担
う
。
新
た
な
団
員
候
補
へ
の
声

か
け
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
、
先
輩
団
員

か
ら
の
信
頼
は
厚
い
。

　
「
み
ん
な
に
安
心
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
消
防
団
員
と
し
て
の
気
概
を

持
ち
、
訓
練
を
重
ね
た
い
」
と
話
す

折
舘
さ
ん
。
き
り
り
と
引
き
締
ま
っ

た
ま
な
ざ
し
で
前
を
見
た
。

　

町
消
防
団
（
立
花
國く

に

雄お

団
長
）
出

初
式
は
１
月
16
日
、
本
庁
舎
前
で
開

か
れ
、
団
員
ら
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
消
防
活
動
へ
の
士
気
を
高
め
た
。

　

消
防
団
旗
を
掲
げ
る
旗
手
を
務
め

た
の
は
、
下
田
第
８
分
団
（
松
林
大ひ

ろ

人と

分
団
長
）
に
所
属
す
る
折
舘
勝ま

さ
るさ

ん
（
34
）
＝
向
山
＝
。「
ぜ
ひ
こ
の

役
を
務
め
た
い
」
と
志
願
し
た
。
行

進
の
先
頭
に
立
ち
、
旗
を
し
っ
か
り

掲
げ
、
堂
々
と
し
た
姿
で
行
進
し
た
。

「
旗
の
重
さ
に
消
防
団
の
伝
統
、
責

任
と
自
覚
を
感
じ
た
。
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
だ
っ
た
」
と
語
る
。

　

消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
01
年
の

こ
と
。
先
輩
団
員
か
ら
「
消
防
団
に

入
ら
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
も
と
も
と
祖
父
・
五ご

郎ろ
う

さ
ん
も
分
団
長
を
務
め
て
い
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
消
防
団
員
の
心
意

気
を
肌
で
感
じ
て
い
た
折
舘
さ
ん
。

折
舘
勝

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれる町」
の情報誌・広報おいらせ２月号の印
刷経費は１冊あたり約 43 円です

みんなに

先輩から引き継ぐ「消防精神」
伝統の重さに引き締まる思い

教えたくなる

この 人

OIRASE FRONT PAGE Oridate Masaru FILE_23
Special Edition

北
の
大
地
に
芽
吹
い
た

デ
ジ
タ
ル
世
代
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

若
者
た
ち
が
集
い
、
仲
間
を
増
や
し
、
何
か
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い
―
。

そ
ん
な
若
者
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
「
青
年
団
」
だ
。

か
つ
て
地
域
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
、
大
活
躍
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。

時
代
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ
、
存
在
意
義
そ
の
も
の
が
揺
ら
ぐ
時
期
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
「
原
点
」
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
、
息
を
吹
き
返
し
始
め
た
。

デ
ジ
タ
ル
世
代
の
若
者
た
ち
が
、
再
び
「
人
の
つ
な
が
り
」
を
求
め
て
い
る
。

「
地
域
を
、
心
を
動
か
し
た
い
」
と
燃
え
て
い
る
。
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青
年
団
は
各
自
治
体
ご
と
に
組
織

さ
れ
た
社
会
教
育
団
体
だ
。
そ
の
ル
ー

ツ
は
江
戸
時
代
以
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
説
が
あ
る
。
地
域
の
自
治

団
体
、
自
警
団
体
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
た
。
社
会
教
育
団
体
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
だ
。

　

最
も
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
と
言
わ

れ
る
昭
和
20
年
代
か
ら
高
度
経
済
成

長
期
に
か
け
て
、
全
国
の
青
年
団
人

口
は
約
４
０
０
万
人
に
上
っ
た
。
彼

ら
は
地
域
の
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
積
極
的
に
運
営
。
彼
ら
の
若
い
力

は
、
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力

に
な
っ
て
い
た
。

　

本
町
で
も
下
田
町
と
百
石
町
（
＝

当
時
）
で
青
年
団
が
組
織
さ
れ
て
い

た
。
各
集
落
に
青
年
団
単
位
会
が
あ

り
、
芸
能
発
表
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
単

位
会
か
ら
連
合
組
織
に
団
員
を
送
り

込
み
、
活
動
を
盛
り
上
げ
た
。

　

同
時
に
青
年
団
活
動
は
、
友
と
の

交
流
を
深
め
、
男
女
が
知
り
合
う
絶

好
の
機
会
を
提
供
し
た
。
青
年
団
活

動
が
き
っ
か
け
で
知
り
合
い
、
仲
を

深
め
、
一
生
の
伴
侶
を
得
た
男
女
も

多
い
。
共
に
楽
し
み
、
悩
み
、
汗
を

流
し
た
か
ら
こ
そ
お
互
い
を
深
く
理

解
し
合
え
た
。
青
年
団
活
動
は
今
で

言
う
「
婚
活
」
の
機
能
も
果
た
し
て

い
た
。

　

当
時
を
知
る
元
団
長
は
言
う
。

　
「
あ
の
時
代
は
若
者
同
士
で
集
ま
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
活
動
す
る
の
が
と
に
か

く
楽
し
か
っ
た
。
で
も
た
だ
楽
し
ん

で
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
仲
間
の
輪

を
広
げ
た
い
、
地
域
に
尽
く
し
た
い
、

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
―
そ
れ
こ
そ
が

青
年
団
活
動
の
目
的
、
原
点
だ
っ
た
」

　

今
や
60
歳
を
過
ぎ
た
団
塊
世
代
の

人
々
が
若
者
だ
っ
た
頃
は
、
み
ん
な

が
笑
顔
で
集
い
、
熱
く
燃
え
た
ぎ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
青
年
団
で
爆
発
さ
せ

た
。
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
と
は
無
縁
の

時
代
―
物
質
的
に
は
決
し
て
豊
か
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も

団
員
は
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
楽
し
み
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
概

を
持
っ
て
い
た
。

全国青年大会・合唱の部に出
場した青年団員（昭和 50 年）。
合 唱 な ど 文 化 活 動 だ け で な
く、スポーツや郷土芸能でも
全国大会に出場した。

酒を酌み交わし、夜が更ける
のも忘れて熱く語り合う。団
員は夢や希望、地域への思い
を互いにぶつけ合い、郷土を
支える人材に育っていった。

百石中学校前で交通安全指導
を行う青年団員ら。現在は町
や他の団体が行っているよう
な活動だが、青年団が役割を
担っていた時代があった。

青年団主催の陶芸教室で、慣
れない手つきで湯飲みを作る
青年団員ら（昭和 56 年）。青
年 団 活 動 は 互 い に 学 び 合 う

「社会教育」の場でもあった。

小川原湖畔で開かれた第１回
下田町連合青年団キャンプ大
会の記念写真（昭和 42 年）。
キャンプファイヤーで上北町
連合青年団とも交流した。

ダンスパーティで踊る青年団
員ら。若者は男女共に青年団
活動に積極的に参加した。こ
れらの活動をきっかけに結ば
れた男女も多い。

本村青年朋友会が設立 10 周
年を記念し開いた芸能祭（昭
和 33 年）。当時は地域ごとに
青年団があり、さまざまなイ
ベントを催していた。

八 甲 田 大 岳（1,585m） 頂 上
で踊る青年団員（昭和 53 年）。
青年団はさまざまな交流会を
開いた。交流で絆を深め、明
日への英気を養った。

M
em

oriesSe
in

en
d

an

若者たちの心
青年団で燃やした

北向雅春 柏崎源悦 平野敏彦・美紀子

結婚のきっかけは青年団活動 青年団で育まれた仲間との交流 いい意味で「対抗心」があった

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

Kitamuki Masaharu & Mikiko Kashiwazaki Genetsu Hirano Toshihiko

昭和 61 年に下田町連合青年団長を務
めました。初めて民間企業に務める者が

団長になりました。河島英五コンサート

や下田まつりの山車製作など、思い出が

たくさんあります。その頃、青年団のコー

ラスメンバーに加わった妻と知り合いまし

た。優しくて気遣いのある姿を見て、交
際を申し込んだのを覚えています。私た

ちと同じ世代で一緒になった男女は何
組もありました。青年団活動にはそんな

楽しみもあったんです。（雅春さん談）

昭和 42 年に下田町連合青年団に入団
しました。これが私が関わった団体活動
の原点です。49 年に団長になった頃、
上北郡内の青年団が参加した芸能発表
会がありました。終了後の祝勝会をして

いたときに「子ども（長男の源さん）が

生まれた」と連絡が入ったことを覚えて

います。私たちの世代は、遊びそのもの

が青年団活動だったように思います。共
に笑い、悩み、楽しんだ青年団の仲間
たちとは、今でも交流が続いています。

私は昭和 47 年に百石町連合青年団長
を務めました。当時、車を持っている若
者はごく少数。一人の団員の車に男も

女もすし詰めになるほど乗り込み、イベン

トや遊びに出かけたものです。女性も積
極的な人が多かったですね。何をやる

にも、みんないい意味で対抗心を燃やし

ました。何かを成し遂げるために必要な

「強いリーダー」が青年団には必ずいま

した。青年団は地域を良くしたいという

郷土愛にあふれた活動でした。

活動しているうちに
愛情が芽生えていった

若者の交流そのものが
青年団活動だった

青年団活動は
郷土愛にあふれていた

戦後、日本全国に組織された青年団は、若者同
士が交流を深め、地域に貢献する団体だ。かつ
て彼らは「友達の輪を広げたい」「やりがいを得
たい」と燃えていた。彼らを突き動かした熱い
思いの一端を垣間見ることで、現代の若者には
ない「何か」を感じられないだろうか。

側溝の泥上げや清掃活動を行う一川目地区
の青年団員ら。地域奉仕のため共に汗を流
す青年団は、地域活動の多くを担っていた。

＝若いがゆえに熱く、がむしゃらに突き進めた＝
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「奮闘」から
「停滞」へ

団塊世代が青年団活動から退いた後、若者
たちはさらに活動を盛り上げようと結束し
た。下田町連合青年団は独自のイベントを
企画した。百石町連合青年団も町の行事な
どを力強くサポートした。しかし平成に入
ると、活動は次第に活気を失い始める。奮
闘の時代から停滞の時代へ―青年団の存在
意義を問い直す時期が到来した。

　

昭
和
50
年
代
後
半
、
こ
れ
ま
で
青
年

団
活
動
を
支
え
て
き
た
団
塊
の
世
代
が

第
一
線
か
ら
退
き
、
新
し
い
世
代
の
若

者
が
中
心
に
な
り
始
め
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
生
ま
れ
た
団
員
は
、

音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た
な
文

化
が
流
行
し
始
め
た
世
代
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
試
み
を
積

極
的
に
展
開
し
た
。

　

百
石
町
連
合
青
年
団
は
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
町
民
交
流
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

ど
を
積
極
的
に
開
き
、
若
者
同
士
の
交

流
の
場
を
提
供
し
た
。
今
で
も
百
石
地

区
は
ダ
ン
ス
な
ど
の
文
化
活
動
が
盛
ん
。

青
年
団
も
一
役
買
っ
て
い
た
。

　

百
石
ま
つ
り
、
砂
浜
ま
つ
り
や
成
人

式
な
ど
、
町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
舞
台
裏

た
い
と
思
え
る
歌
手
を
呼
び
た
い
」

　

団
員
の
思
い
は
強
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
音
楽
事
務
所
は
相
手
に
し
て
く
れ

な
い
。
数
十
件
も
連
絡
し
た
が
連
絡
は

来
な
い
。
団
員
ら
に
は
焦
り
が
見
え
た
。

　

し
か
し
河
島
英
五
事
務
所
か
ら
「
興

味
深
い
。
ぜ
ひ
話
を
聞
き
た
い
」
と
い

う
電
話
が
来
た
。
河
島
さ
ん
は
当
時「
酒

と
泪な

み
だ

と
男
と
女
」
な
ど
ヒ
ッ
ト
曲
を
出

し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
だ
。
光

が
見
え
て
き
た
。

　

団
員
ら
の
奮
闘
が
始
ま
っ
た
。
チ
ケ
ッ

ト
を
少
し
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
買
っ

て
も
ら
う
た
め
、
毎
晩
の
よ
う
に
飲
食

店
な
ど
に
通
い
、
声
を
掛
け
た
。
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
音
響
業
者
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
店
員
か
ら
教
わ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
た
い
、
地
域
の
文
化
を
高
め
た

い
と
い
う
思
い
で
、
み
ん
な
必
死
だ
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
い
ず
れ
も
５
０
０
人

以
上
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。
誰
も
が
河

島
さ
ん
の
歌
に
酔
い
し
れ
た
。
み
ん
な

が
笑
顔
だ
。
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
だ
っ
た
。

　

翌
59
年
、
下
田
町
連
合
青
年
団
は
下

田
ま
つ
り
に
山
車
を
参
加
さ
せ
た
。
自

前
で
山
車
の
台
車
を
手
配
し
、
装
飾
し

た
。
毎
晩
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
残
っ
て

作
業
を
続
け
た
。

　

北
向
元
団
長
は
「
当
時
参
加
し
て
い

た
山
車
は
三
田
の
３
つ
の
山
車
組
だ
け

だ
っ
た
。
引
き
子
に
加
わ
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
祭
り
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
参

加
の
い
き
さ
つ
を
語
る
。

　

し
か
し
思
い
と
は
裏
腹
に
、
青
年
団

に
加
わ
る
若
者
は
次
第
に
減
っ
て
い
っ

た
。
新
し
い
娯
楽
、
レ
ジ
ャ
ー
環
境
が

整
う
に
つ
れ
、
若
者
が
集
ま
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
。
平
成
７
年
に
は
つ
い
に

百
石
町
連
合
青
年
団
が
解
散
。
下
田
町

連
合
青
年
団
も
地
域
の
単
位
会
が
次
々

と
消
滅
し
た
。
16
年
に
は
山
車
台
車
の

老
朽
化
、
引
き
子
の
減
少
な
ど
で
祭
り

へ
の
山
車
参
加
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

県
内
で
も
青
年
団
は
次
々
と
消
滅
。

い
よ
い
よ
「
青
年
団
活
動
は
も
う
無
理

か
」と
い
う
声
が
出
始
め
た
。青
年
の「
と

も
し
火
」
は
消
え
か
け
て
い
た
。

を
し
っ
か
り
支
え
て
き
た
。

　

下
田
町
連
合
青
年
団
は
青
年
団
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
今
や
伝
説
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
58

年
、
61
年
の
２
回
に
わ
た
り
、
河
島
英え

い

五ご

さ
ん
（
故
人
）
を
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
牧

場
に
招
い
た
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
、
斬

新
な
イ
ベ
ン
ト
を
青
年
団
の
手
で
や
り

た
い
。
そ
の
思
い
で
前
に
進
ん
だ
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
当
時
社
会
文
化
担

当
常
任
理
事
、
後
に
団
長
を
務
め
た
北

向
勝ま

さ
るさ

ん
＝
（
53
）
錦
ヶ
丘
＝
。

　

青
年
団
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
▼

誰
を
呼
ぶ
か
▼
ど
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
を

運
営
す
る
か
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
方
法
は

ど
う
す
る
か
―
な
ど
、
議
論
を
重
ね
た
。

　
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
誰
も
が
聞
き

青年団で運営した河島英五コンサートは、当時は画
期的な取り組みでした。素人が自分たちの手でコン
サートを作り上げるなんて、ほとんど事例はありま
せんでした。手探り状態でした。うまくいくかどう
か心配で、毎晩眠れない夜を過ごしました。青年団
は若いときでなければできないこと、躍起になれる
ことを実現できる場でした。みんな夢中で「地域を
　　盛り上げよう」と意気込んでいました。

眠れない夜もあった―北向勝さん

河島英五さん（左から３人目）と青年団スタッフら。小さな町の青年団が前代未聞の大イベントを成功させた（昭和 58 年８月 21 日撮影）下田まつりに完全自作の山車を参加させた青年団。「子どもたちの夢をかなえたい」という思いをカタチにした（平成 12 年９月 24 日撮影）

昭和 58 年、61 年の河島英五コンサートチケッ
ト。「英五とおらんど」のネーミングに、イ
ベントにかける青年団員の思いが伺える

＝夜も寝つけぬほどの情熱とは裏腹に失われた活気＝
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江刺　   佑一 さん（25・向山）えさし
ゆういち 沼端　   瞳 さん（30・日ヶ久保）ぬまはた

ひとみ

青年団活動に最近参加したばかり
です。団員の友人から「一緒にや
らないか」と誘われたのがきっか
けです。出張サンタクロースでは
さまざまな人から「ありがとう」
と感謝の言葉を掛けられました。
うれしかったですね。人に喜んで
もらえ、自分たちも楽しめ、やり
がいを感じます。違う職業、違う
年代の団員と活動することで、交
流の輪がさらに広がりそうです。

私は３年前から青年団活動に関
わっています。最初は知らない人
ばかりで不安でした。でも一緒に
活動することで、すぐに打ち解け
ることができました。奥入瀬川の
清掃活動も楽しみな活動の一つ。
毎年ごみを拾いながら、美しい景
色を眺めるんです。「こんなにき
れいな奥入瀬川を汚しちゃいけな
い」「子どもたちにずっと伝えな
きゃいけない」、そう思います。

携帯電話（＝ケータイ）は今や日常生活に欠かせ
ないツール。出張サンタクロースでは気軽なメー
ル機能を使い、希望者を受け付けた。団員募集も
受け付ける。入団希望者はメールで簡単に申し込
みできる。気軽に問い合わせてほしい。

問町青年団事務局次長　堤大輔（つつみ・だいすけ）
　メール　bushido-masamune.sonotoki_2236
　　　　　@docomo.ne.jp
　電話番号　☎ 090-5846-0966

「
復
活
」の
鍵
は

「
原
点
」に
あ
り

　

平
成
18
年
３
月
、
お
い
ら
せ
町
が

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
。
そ
れ
ま
で

存
続
し
て
い
た
下
田
町
連
合
青
年
団

は
旧
百
石
地
区
の
若
者
を
取
り
込

み
、
新
た
に
お
い
ら
せ
町
青
年
団
と

し
て
発
足
し
た
。

　

す
で
に
祭
り
山
車
製
作
な
ど
、
大

事
業
か
ら
撤
退
し
て
い
た
青
年
団
。

「
友
達
の
輪
を
広
げ
よ
う
」「
地
域
を

盛
り
上
げ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
活
動

を
し
よ
う
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

団
員
は
町
職
員
や
看
護
師
、
保
育

施
設
や
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
若
者
が
少
し
ず
つ
集
ま
り
始
め

た
。
交
友
の
輪
が
広
が
り
始
め
る
に

連
れ
、
活
動
そ
の
も
の
が
少
し
ず
つ

盛
り
上
が
っ
て
き
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
員
が
集
ま
る
と
、

次
は
具
体
的
に
ど
ん
な
活
動
を
し
よ

う
か
と
話
し
合
い
が
持
た
れ
る
よ
う

に
な
る
。「
自
分
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
人
の
役
に
立
ち
た
い
」「
友
と
共

に
や
り
が
い
を
感
じ
た
い
」
―
い
つ
の

間
に
か
忘
れ
て
い
た
青
年
団
活
動
の

原
点
の
思
い
が
、
ど
ん
ど
ん
団
員
の

口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

10
月
末
、
奉
仕
活
動
「
奥
入
瀬
川

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
た
。

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
一
の
お
い

ら
せ
鮭
ま
つ
り
」
直
前
の
清
掃
活
動

で
、
来
場
客
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

た
。
10
㌔
近
く
あ
る
川
沿
い
を
自
分

た
ち
の
足
で
歩
く
こ
と
で
「
き
れ
い

な
奥
入
瀬
川
を
守
ら
な
け
れ
ば
」
と

い
う
思
い
を
持
っ
た
団
員
も
多
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
事
前
に
預
か
り
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
仮
装
し
て
家
庭
に
届
け
る

「
出
張
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
も
今
や
青

年
団
の
名
物
行
事
だ
。
今
回
初
め
て

参
加
し
た
江
刺
佑ゆ

う

一い
ち

さ
ん
＝
（
25
）

向
山
＝
は
「
こ
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
な
ん
て
」
と
驚
き
を
隠
さ
な
い
。

　

決
し
て
昔
の
盛
ん
だ
っ
た
頃
の
活

動
に
は
追
い
つ
か
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
今
の
若
い
世
代
も
、
青
年

団
の
精
神
は
忘
れ
て
い
な
い
。
少
し

ず
つ
復
活
し
始
め
た
青
年
団
―
復
活

の
鍵
は
ま
さ
に
「
原
点
」
に
あ
っ
た

の
だ
と
、
団
員
ら
は
徐
々
に
手
応
え

を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

「ケータイ」で入団申し込みも可

「
青
年
団
活
動
の
継
続
は
も
は
や
限
界
。
や
め
て
し
ま
お
う
か
」
―
そ
ん
な
悲
し
い

声
が
さ
さ
や
か
れ
た
「
停
滞
期
」
を
乗
り
越
え
、
青
年
団
は
少
し
ず
つ
復
活
し
始

め
て
い
る
。「
何
の
た
め
に
」「
誰
の
た
め
に
」「
ど
う
し
て
」
―
そ
ん
な
自
問
自
答

を
繰
り
返
す
う
ち
に
見
え
て
き
た
も
の
、
一
度
は
沈
み
込
ん
だ
彼
ら
の
気
持
ち
を

再
び
持
ち
上
げ
た
も
の
―
そ
れ
は
青
年
団
活
動
の
「
原
点
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

奥入瀬川沿いのごみを拾う青年団員ら。清掃活動を通じてごみ減量の大切さを感じ取ったサンタクロースの格好で子どもたちにプレゼントを手渡す青年団員。子どもたちも大喜び

＝
奈
落
の
底
か
ら
見
え
た
一
筋
の
光
明
＝
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青
年
団
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
８
年
前
は
「
祭
り
の
山
車
作

り
」
が
主
な
活
動
で
し
た
。
と
い
う

よ
り
も
、
そ
れ
以
外
に
活
動
は
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
山
車
作

り
も
存
続
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

団
員
は
次
第
に
役
場
の
職
員
ば
か

り
に
な
り
、
数
も
減
り
ま
し
た
。
山

車
の
台
車
は
老
朽
化
し
、
壊
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
「
青
年
団
は
も
う
解
散
か
」
と

い
う
声
が
団
員
か
ら
上
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
何
と
か
歴
史
あ
る
青
年
団
を
存

続
さ
せ
た
い
。
も
っ
と
地
域
を
盛
り

上
げ
る
活
動
を
し
た
い
」

　

そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
平
成

21
年
４
月
、
青
年
団
長
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
団
員
と
話
し
合
い
▼
多
く

の
若
者
に
青
年
団
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
▼
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

団
員
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
▼
少
し

で
も
地
域
や
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

活
動
を
す
る
こ
と
―
な
ど
を
活
動
に

取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
団
員
は
40
人
余
り
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
団
員
と
し

て
加
わ
り
ま
し
た
。
大
変
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
一
時
の
停
滞
期
に
比
べ
、

少
し
ず
つ
で
す
が
息
を
吹
き
返
し
て

い
ま
す
。
新
規
事
業
「
出
張
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
」
は
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。「
や
っ
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

昔
と
違
い
、
今
は
車
を
一
人
一
台

持
つ
時
代
で
す
。
遊
び
に
行
く
の
も

一
人
で
行
け
ま
す
。
携
帯
電
話
も
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
の
時
代

で
、
多
く
の
情
報
を
一
度
に
伝
達
で

き
る
便
利
な
時
代
で
す
。
顔
を
見
な

く
て
も
、
一
通
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

で
も
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
合
い
、

時
に
は
ぶ
つ
か
り
、
時
に
は
喜
び
を

分
か
ち
合
う
―
そ
ん
な
体
験
は
バ
ー

チ
ャ
ル
な
付
き
合
い
だ
け
で
は
味
わ

え
な
い
と
思
う
の
で
す
。
青
年
団
活

動
が
盛
ん
だ
っ
た
先
輩
た
ち
、
ア
ナ

ロ
グ
世
代
の
熱
い
気
持
ち
を
し
っ
か
り

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
便
利
さ
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
、

活
動
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
に
比
べ
、
若
者
同
士
の
関
わ
り

が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
も
「
仲
間
を
広
げ
た
い
」

「
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
若
者
は
今
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

若
者
の
思
い
を
地
域
づ
く
り
へ
つ
な

げ
ら
れ
る
の
は
、
青
年
団
な
ら
で
は

の
醍
醐
味
。
だ
か
ら
こ
そ
熱
い
思
い

を
持
つ
若
者
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Top  Interview

若者の思いを
地域づくりへ
つなげたい―
おいらせ町
青年団

若者同士のつながりが希薄になって
きていると言われる今、青年団とし
て存続する本町青年団は今や貴重な
存在だ。地域のために尽くし、若者
同士の交流を深める青年団活動―。
その魅力や思いを団長に聞いた。

PROFILE　たなか・しげゆき◉昭和 51 年下田町（＝当時）本
村生まれ。平成 15 年下田町役場（＝当時）に入庁。現在は商工
観光課で勤務し、イベントなどを担当する。21 年町青年団長に
就任。活動に意欲を見せる。おいらせ町木内々在住、34 歳

団
長田中繁幸

Special Edition

北
の
大
地
に
芽
吹
い
た

デ
ジ
タ
ル
世
代
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
つ
て
青
年
団
は
盛
ん
で
、
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
。

か
つ
て
青
年
団
員
は
、
地
域
活
動
の
多
く
を
担
っ
た
。

活
動
そ
の
も
の
が
地
域
に
根
ざ
し
、
存
在
感
が
あ
っ
た
。

仲
間
と
共
に
笑
い
、
泣
き
、
悩
み
、
汗
を
流
し
た
。

そ
こ
で
得
た
友
が
、
一
生
涯
の
友
、
伴
侶
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
歴
史
の
積
み
重
ね
を
垣
間
見
て
、

再
び
息
を
吹
き
返
し
始
め
た
青
年
団
が
こ
の
町
に
あ
る
。

昔
の
よ
う
に
、
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
仲
間
を
愛
し
、
地
域
を
愛
す
る
心
は
忘
れ
て
い
な
い
。

若
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
何
か
を
し
た
い
―

地
域
に
役
立
ち
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
し
た
い
―

そ
の
気
持
ち
を
胸
に
抱
く
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
で
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

デ
ジ
タ
ル
世
代
の
新
た
な
青
年
た
ち
の
芽
は
、

ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
先
輩
た
ち
の
情
熱
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
高
み
を
目
指
し
伸
び
始
め
て
い
る
。

み
ん
な
と
共
に
、
誰
か
の
た
め
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
い
―

こ
れ
こ
そ
青
年
団
の
、
地
域
づ
く
り
の
原
点
で
は
な
か
っ
た
か
。

さ
ぁ
、
前
に
進
ん
で
い
こ
う
。
こ
れ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
。

町生涯学習フェスティバルで昔ながらの餅つきを披露。地域に伝わる食文化を子どもたちへ継承する
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 まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701  Oirase Topics

◀生徒手作りの料理に成田さん（写真右）も思わずにっこり

◀ポスターを渡し飲酒運転根絶を呼び掛ける田畑清吉交通指導隊員（写真左）

◀町長、交通安全協会長から点検を受ける交通指導隊員ら

◀ゴールネット目がけてボールをすくい上げる遠藤君（写真左）

◀車両点検を終え大きな声で報告する分団員ら

◀アレックスさん（むつ市）は大会初の外国人参加。観客の笑いを誘った

◀３年生の部で入賞し、にっこり笑顔の子どもたち

◀久々に再会した友人同士、笑顔で乾杯する新成人

通安全を願い決意新たに
町交通指導隊出動式

いらせ発祥の競技を楽しむ
子どもファイン・ボール大会

によりをかけた料理に舌鼓
百石高校食物調理科のビュッフェ

走の交通安全・防犯活動
安全運転を積極啓発

員一致団結し士気を高める
消防団出初式

ある「ほら」に観客大爆笑
新春！うそ八百ほら吹き大会

年の思いを筆にしたためる
新年かきぞめ大会

と再開喜び大人の仲間入り
成人式

交

お

腕

師

団

夢

新

友

　県立百石高校（西澤孝
こ う

悦
え つ

校長、生徒 539 人）食物調理
科は 12 月 17 日、季節の食材を使った料理をもてなす
ビュッフェを開きました。
　これは１月に開かれる成人式で披露する料理などを試作
し、評価してもらうもの。生徒たちは「いらっしゃいませ」
と大きな声であいさつしながら、料理を振る舞いました。
　町連合婦人会員の成田いつ子さんは「どのメニューもと
てもおいしい」と太鼓判を押していました。

　「県下一斉特別警戒取締り夜間活動出動式」は 12 月 17
日、イオンモール下田で開かれ、交通安全協会や交通安全
母の会、防犯協会など関係団体約 100 人が参加しました。
　12 月末は１年で最も日没が早く、道路も凍結しがちで
す。交通事故や犯罪が発生しやすいため、関係者は町内を
くまなく巡回し、安全運動を実施しました
　東地区の交通指導隊員らは本町地区の飲食店を巡回。ポ
スターを配布しながら、飲酒運転の根絶を呼びかけました。

　町交通指導隊出動式は１月３日、本庁舎前で開かれ、隊
員含め 30 人余りが参加しました。
　隊員は氣比神社で交通安全を祈願した後、本庁舎前で出
動式に臨み、交通安全協会長や町長から服装点検などを受
けていました。
　川口弘

ひ ろ

治
じ

町交通安全協会長は「今年は交通死亡事故を出
さないようにしたい。隊員の活動が大変重要だ」と訓示。
隊員らは表情を引き締め、決意を新たにしていました。

　子どもファイン・ボール大会は１月５日、町民交流セン
ターで開かれ、町内から 90 人余りが参加しました。
　ファイン・ボールはおいらせ発祥の軽スポーツ。楢山忠
さん＝間木＝が「体が不自由な人でも楽しめるように」と
考案したものです。町内はもちろん、全国にも広まりつつ
あり、注目されています。
　遠藤紫

し

音
お ん

君＝鶉久保＝は「ボールをスティックですくい
上げるときは、力加減が大切」と話していました。

　町消防団（立花國
く に

雄
お

団長）の出初式は１月 16 日、本庁
舎周辺で開かれ、団員 200 人余りが参加しました。
　団員らは式の前に消防車両を点検。大きな声で「車両点
検異常なし」と報告していました。分列行進では引き締まっ
た表情で行進し、観閲を受けていました。
　立花団長は「消防団は人命、財産を守る大切な役割を担
う。団員は責任と誇りを持ち、日々の訓練をしっかり重ね
てほしい」と訓示していました。

　新春！うそ八百ほらふき大会は１月 16 日、みなくる館
で開かれ、町内外から約 400 人が訪れました。この大会
は地域資源などを題材にした「ほら」で笑いながら、まち
づくりのヒントを探ろうとするものです。
　今年の出場者は７人。「ホッキガイにサケのエキスを加
えた精力増強剤を開発した」「間木堤のハクチョウに特産
のナガイモを与えたら、鳥インフルエンザが治った」など、
思い思いのほらを披露。観客の大爆笑を誘っていました。

　新年かきぞめ大会は１月６日、町民交流センターで開か
れ、町内から約 120 人の子どもたちが参加しました。
　課題は「ひろい空」や「計画実行」など、学年ごとに決
められています。参加者は真剣な表情で半紙に向かい、筆
を走らせていました。
　３年生の部で参加した馬場雄

た か

聖
ま さ

君（木内々小３年）は「書
いた字（明るい年）のように、今年はいいことがたくさん
あってほしいと願って書きました」と笑顔でした。

　成人式は１月９日、町民交流センターで開かれ、町出身
の新成人 196 人が参加しました。
　式典が始まると、新成人は名前を読み上げられ一人ずつ
入場。華やかに着飾った振袖姿やりりしいスーツ姿に、保
護者や関係者から温かい拍手が寄せられました。
　式典後は百石高校食物調理科生徒の手作り料理が振る舞
われました。新成人は料理に舌鼓を打ちながら、友人や恩
師との再会を喜んでいました。

▶▶▶ Jan.06-2011

▶▶▶ Jan.09-2011

▶▶▶ Dec.17-2010

▶▶▶ Dec.17-2010

▶▶▶ Jan.03-2011

▶▶▶ Jan.05-2011

▶▶▶ Jan.16-2011

▶▶▶ Jan.16-2011
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小
学
生
や
中
学
生
の
間
で
普
及

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
部
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
行
わ
れ

る
の
が
一
般
的
。
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
な
ど
の
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
だ
。

　

し
か
し
近
年
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
し

な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
」
に
も
機

会
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
気
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
誰
も
が
い
つ
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
「
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

　

本
ク
ラ
ブ
は
行
政
主
導
で
は
な

く
、
自
主
的
な
取
り
組
み
や
運
営

が
求
め
ら
れ
る
。
指
導
的
役
割
に

「
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
置
き
、

経
費
は
参
加
料
な
ど
を
元
に
運
営

す
る
。
本
町
に
は
ま
だ
組
織
さ
れ

て
い
な
い
が
、
設
立
に
向
け
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
研
修
会
で
八
戸
由
美
子
ク
ラ

ブ
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
県
体
育

協
会
）
は
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
を
語
っ

た
。
参
加
者
に
対
し
「
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
今
こ
そ
親
だ

け
で
な
く
地
域
の
力
が
必
要
」
と

力
を
込
め
た
。

　

お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ「
お
い
ら
せ
新
鮮
市
場
」（
以
下
「
シ

ョ
ッ
プ
」）
は
補
助
事
業
を
活
用
し
た

直
売
施
設
だ
。
現
在
、
公
募
に
よ
り

登
録
し
た
22
人
が
特
産
品
を
販
売
す

る
。
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務

局
も
シ
ョ
ッ
プ
内
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
の
は
町

物
産
振
興
会
（
苫
米
地
義よ

し

之ゆ
き

会
長
）。

12
月
23
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
店

内
改
装
や
品
物
陳
列
な
ど
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
後
は
ホ
ッ
キ
ガ

イ
焼
き
や
ナ
ガ
イ
モ
す
い
と
ん
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
客
が

旬
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

苫
米
地
会
長
は
「
地
産
地
消
の
拠

点
と
し
て
、
お
い
ら
せ
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。
郷
土
の
魅
力
を
発
信
す
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

File_01上北地区総合型地域スポーツクラブパワーアップ研修

　「上北地区総合型地域スポーツクラブパワーアップ
研修会」は 12 月 18 日、町民交流センターで開かれ、
郡内から多くの参加者が集まった。子どもも大人も
夢中でティーボールやソフトバレーボールで汗を流
した。プレー後は総合型地域スポーツクラブの運営
や今後のあり方などを熱心に話し合った。スポーツ
は健康を維持するために大切なライフスタイルの一
つ。競技だけでなく、みんながどこでも、いつでも
スポーツに親しめる仕組みの構築が求められている。

▲ソフトバレーボール
　を楽しむ参加者。柔
　らかいボールを使う
　ため、子どもも大人
　も共にプレーできる。

K
V

EY
M

A
N

'S
O

IC
E

▲ティーボールを楽しむ田中雪乃さん
　（甲洋小４年）。止まったボールを打
　つため、野球を経験したことのない
　人でも気軽に楽しめるのが魅力だ。

▲「ホッキの甘みがなんとも言えない」。熱々のホッキガイ
　焼きをほおばると、自然と笑みがこぼれてくる

㊖県体育協会クラブ育成アドバイザー スポーツクラブみさわクラブマネージャー

総合型地域スポーツクラブは、現在
県内 22 市町村で設立しています。
青森県は全国に比べて運動量が少な
く、肥満が多いのは大きな悩み。誰
もが気軽にスポーツを楽しめる機会
の一つとして、おいらせでも立ち上
げを検討してはどうでしょうか。

「スポーツクラブみさわ」は 04 年に
立ち上げた総合型地域スポーツクラ
ブです。スタッフみんなが「三沢の
子どもを健やかに育てよう」という
強い気持ちを持っています。自主運
営は確かに大変ですが、それだけに
大きなやりがいを感じています。

八戸由美子 國分修さん さん

H Kachinohe
    Yumiko

okubun
    Osamu

子どもや高齢者の健康のため
スポーツに親しめる環境づくり

File_02ブランドアンテナショップオープン

おいらせの魅力を
全国に発信　

ブランドアンテナショップ「おいら
せ新鮮市場」は 12 月 23 日、イオン
モール下田内にオープンした。県内
有数の集客力を誇るイオンの利を生
かしたショップから、おいらせの魅
力を全国発信する。

1「おいらせの魅力をここから全国発信したい」。意気込みを語る苫米地会長　
2  店内には旬の野菜や加工品などがずらりと並ぶ。大きな窓のため採光も十分だ
3青森名物のリンゴも販売。その味に小向光洋さん家族＝中新町＝も思わずにっこり

3 2 1

至八戸市

至八戸市

至三沢市

至十和田市

おいらせ
交番

場所◉イオンモール下田食品館南口隣　営業時間◉ 10:00～ 18:00
おいらせ新鮮市場　☎ 0178-50-3182
おいらせブランド推進協議会　☎ 0178-20-9540　http://oirasekiyoraka.com/

下
田

百
石

IC
R45 R45

R338

(( ((
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●自主財源
29 億 2,697 万円
　　　（28.2％）

●地方交付税
34 億 975 万円
　　　（32.7％）

●国庫支出金
18 億 471 万円
　　　（17.3％）

●町債
11 億 2,530 万円
　　　（10.8％）

●依存財源
74 億 9,538 万円
　　　（71.8％）

●町税
22 億 7,860 万円
　　　（21.9％）

①
②
③

●県支出金
６億 9,933 万円
　　　（6.7％）

④ ⑤
⑥

①分担金・負担金／２億 672 万円（2.0％）
②繰越金／１億 9,769 万円（1.9％）
③諸収入など／２億 4,396 万円（2.4％）
④地方消費税交付金／２億 1,823 万円（2.1％）
⑤地方譲与税／１億 4,979 万円（1.4％）
⑥その他の交付金／ 8,827 万円（0.8％）

❶農林水産業費／２億 4,976 万円（2.5％）
❷労働費／１億 2,303 万円（1.2％）
❸その他／２億 1,078 万円（2.0％）

●民生費
24 億 9,648 万円
　　　（24.6％）

●総務費
15 億 5,964 万円
　　　（15.3％）

●公債費
13 億 6,139 万円
　　　（13.4％）

●土木費
13 億 963 万円
　　　（12.9％）

●教育費
13 億 935 万円
　　　（12.9％）

●消防費
８億 7,067 万円
　　　（8.6％）

●衛生費
６億 6,937 万円
　　　（6.6％）

❶
❷

❸

歳出総額　101 億 6,011 万円 歳入総額　104 億 2,235 万円

一般 会計

特別会計の種類 歳入 歳出 差引額
国民健康保険 26 億 7,231 万円 26 億 1,065 万円 6,166 万円

老人保健 1,132 万円 1,022 万円 110 万円

奨学資金貸付事業 1,608 万円 1,585 万円 23 万円

公共下水道事業 12 億 388 万円 11 億 9,533 万円 855 万円

農業集落排水事業 １億 617 万円 １億 168 万円 449 万円

介護保険 17 億 4,219 万円 17 億 699 万円 3,520 万円

霊園事業 1,434 万円 1,396 万円 38 万円

公共用地取得事業 １億 1,341 万円 １億 1,336 万円 ５万円

後期高齢者医療 １億 3,254 万円 １億 3,163 万円 91 万円

特別会計の決算額 一般会計決算額の推移

特別会計は特定の事業に使われる会計です。21 年度は全ての
事業で黒字決算になりました。

21 年度は歳入歳出の差引額２億 6,224 万円のうち、繰越事業
の財源として１億 732 万円を差し引き、8,000 万円を基金に
積み立て、残りの 7,492 万円を 22 年度に繰り越しました。

100 億

18 年度 19 年度 20 年度 21 年度

  90 億

（円）

歳入
101.4
億円

歳入
91

億円

歳入
96.2
億円

歳入
104.2
億円

歳出
100.2
億円

歳出
89.8
億円

歳出
93.6
億円

歳出
101.6
億円

　

町
の
主
な
事
業
を
支
え
る
一

般
会
計
の
支
出
額
は
、
20
年

度
と
比
べ
約
８
億
円
増
え
、
約

１
０
１
億
６
千
万
円
で
す
。

　

増
加
の
理
由
は
▼
百
石
中
学

校
校
舎
改
築
（
約
４
億
２
千
万

円
）
▼
防
災
行
政
無
線
放
送
の

整
備
（
約
４
億
６
千
万
円
）
―

な
ど
、
大
規
模
な
事
業
を
展
開

し
た
た
め
で
す
。
財
源
は
税
金

な
ど
の
ほ
か
、
国
な
ど
か
ら
の

補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
額
か
ら
歳
出
額
を
差

し
引
い
た
額
は
約
２
億
６
千
万

円
。
そ
の
う
ち
８
千
万
円
は
将

来
の
た
め
に
基
金
に
積
み
立
て

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
▼
国
民
健

康
保
険
▼
後
期
高
齢
者
医
療
▼

公
共
下
水
道
―
な
ど
、
特
定
の

事
業
に
使
わ
れ
る
特
別
会
計
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
て
黒

字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
台
所
を
支
え
る
た
め
の

お
金
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
町
税
な
ど
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
お
金
で
最
大

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
町
は
検
討
を

重
ね
、
積
極
的
に
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
財
政
状
況

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

ま
す
。

民生費児童、高齢者、障害者などへの福祉、
　保育所の運営などに使うお金
総務費交通安全や庁舎管理などに使うお金
公債費施設建設など大規模事業で借りたお
　金を返すためのお金

土木費町道の補修や改良など、インフラ整
　備に使うお金
教育費小中学校など教育環境の整備、生涯
　学習や文化財保護などに使うお金
衛生費保健事業や健診などに使うお金

財政用語の解説

平成 21 年度決算の概要

町
の
お
金
は

こ
う
使
わ
れ
た

平
成
21
年
度
「
町
の
家
計
簿
」
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主な事業

防災行政無線放送
整備事業1

百石中学校校舎
改築事業2

町道などの整備事業3

町内全域の家庭に
防災行政無線を

設置しました。
防災情報など
を快適に得る
ことができま

す。 事 業 費 は
約４億６千万円

です。

老朽化した旧校舎
に代わり、新校

舎を建てます。
今年度中に完
成し、快適な
教育環境が整

います。事業費
は約４億２千万

円です。

下田公園とイオン
モール下田付近

を つ な ぐ 道 路
「町道間木・百

石１号線」の
整備などを整

備 中 で す。 事
業 費 総 額 は 約

６億円です。
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■本展示（バレンタインデーにちなんで）
　一般◉愛のかたちそれぞれ
　児童◉恋のおはなし
■読み聞かせ会
　２月 12 日㊏、26 日㊏　14 時から
■幼児のための読み聞かせ＆布絵本で遊ぶ会
　２月 17 日㊍　10 時半から
■２月の休館日
　７日㊊、14 日㊊、21 日㊊、28 日㊊

おいらせアーカイブス　File_036

梳
す き

櫛
ぐ し

［民具ふれあい館所蔵］

　

シ
ラ
ミ
は
人
の
皮
膚
に
寄
生
し

て
血
液
を
一
日
数
回
も
吸
う
。
そ

の
後
は
と
て
も
か
ゆ
く
な
っ
た
。
シ

ラ
ミ
を
捕
ま
え
歯
で
噛か

ん
で
つ
ぶ

し
た
り
、
親
指
の
爪つ

め

と
爪
と
で
つ

ぶ
し
た
り
し
た
。
衣
類
は
煮
沸
し

て
シ
ラ
ミ
を
殺
し
た
。

　

人
に
寄
生
す
る
シ
ラ
ミ
は
３
種

類
い
る
。
▼
キ
モ
ノ
ジ
ラ
ミ
（
コ
ロ

モ
ジ
ラ
ミ
）
▼
ケ
ジ
ラ
ミ
▼
ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ
―
で
あ
る
。
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ

は
頭
髪
中
に
寄
生
し
、
髪
の
毛
に

ム
シ
ノ
ゴ
（
卵
）
を
産
み
付
け
た
。

　

ム
シ
ノ
ゴ
を
取
り
除
く
た
め
に

梳す
き

櫛ぐ
し

が
使
わ
れ
た
。
子
ど
も
は
親

や
兄
弟
に
髪
を
梳す

い
て
も
ら
っ
た
。

櫛
目
は
細
か
い
が
、
粗
さ
の
異
な

る
櫛
目
を
背
中
合
わ
せ
に
し
た
大

両
歯
も
あ
る
。
こ
れ
に
鞘さ

や

が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
た
。

　

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
米
軍
総
司
令
部
）

は
全
て
の
日
本
人
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
（
有

機
合
成
殺
虫
剤
）
を
散
布
し
た
。

ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
は
全
滅
し
、
発
疹
チ

フ
ス
の
流
行
を
防
い
だ
。

　

今
で
は
目
に
す
る
こ
と
す
ら
な

い
シ
ラ
ミ
だ
が
、「
シ
ラ
ミ
潰つ

ぶ

し
」

と
い
う
言
葉
だ
け
は
生
き
て
い
る
。

文
／
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
庭
俊
美

O

O

irase-library event information

irase new-book's information
図書館／新着図書

図書館の行事

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

廃墟と化したデパートの屋上遊園地のフェンス。「かげ
ろう」のような己の人生を閉じようとする、絶望を抱
えた男。肉体と魂を分かつものはなにか。深い苦悩を
抱え、主人公は終末の場所へと向かう。  　［町立図書館］

新聞はどうあるべきか、どこに魅力があるのか。そし
て読み手はどう活用していけばいいのか。ニュース力、
数字力、推理力やコミュニケーション力―。さっそ
くのぞいてみましょう。　　　　　　  　［町立図書館］

社員だけでなく読者もやせた。野菜たっぷり、カロリー
と塩分控えめの料理に魚料理をぐんと増やしたレシピ
30 と、赤ちょうちんレシピ 22 を紹介。100 万部突破
のベストセラーに続く第２弾。　　　　  ［町立図書館］

　30 ～ 40 代独身のための親の介護と仕事を両立させる
　本（上原喜光）、このミステリーがすごい！ 2011 年版
　（宝島社）、純恋（新堂冬樹）、風の中の櫻香（内田康夫）、
　小暮荘物語（三浦しをん）、孤舟（渡辺淳一）　ほか

舞台は古代ローマ。現代から時空を超えてやって来た
少年バスチアン。目覚めたのは「暴君ネロ」の宮殿だっ
た。バスチアンは友人を危機から救えるのか。ローマ
を絶望から救うことができるのか。　　  ［町立図書館］

あなたの音楽観を変える。演奏までも変える。亜音楽
をあきらめかけていたあなたの背中を押す。モーツァ
ルト、ベートーヴェン、ショパンなど、壁を乗り越え
た音楽家たちの名言 127 を掲載。　　　  ［町立図書館］

KAGEROU

池上彰の新聞活用術

滅びの花園

音楽家の名言

体脂肪計タニタの
社員食堂〈続〉

齋藤智裕 著

池上彰 著

タニタ 著

赤川次郎 著

檜山乃武 著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

一般書

一般書

一般書

File

6

Oirase Sports Association体育協会加盟団体

ママさんバレーボール協会

　ママさんバレーボール協
会は郡総合体育大会、県民
体育大会などで常に上位の
成績を収める強豪です。
　忙しい時間をやりくりし
な が ら 流 す 汗 は、 最 高 に
気持ち良いものです。日常
のうっぷんをボールにぶつ
け、不満解消しています。
　 年 会 費 は １ 人 3,000 円。
ベテランから初心者まで、
入会大歓迎です。気軽に連
絡してください。

（西舘恵美子会長、会員 20 人）

●問い合わせ　ママさんバレーボール協会
　　　　　　　西舘恵美子　☎ 0178 � 2748
　　　　　　　（百石建築組合、木金勤務）

おいらせが誇る伝統芸能が一同に集結

●日時　３月６日㊐  10 ～ 14 時
●場所　みなくる館
●出演団体
　若宮八幡宮大神楽、
　百石えんぶり、日ヶ久保虎舞、
　若宮八幡宮大権現、
　南部百石駒踊り、本村鶏舞、
　本村獅子舞、本村さんさ踊り
●問い合わせ
　生涯学習課
　☎ 0178 � 4276

第２回おいらせ町民俗芸能発表会

伝
統
の
百
石
え
ん
ぶ
り
は

２
月
15
日
か
ら
開
催

　

百
石
え
ん
ぶ
り
は
豊
年
満
作
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
郷
土
芸
能

で
す
。
２
月
15
日
か
ら
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
ら
し
い

舞
い
を
披
露
し
ま
す
。
気
軽
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
程

　

①
２
月
15
日
㊋

　

・
９
時
半
／
若
宮
八
幡
宮
で

　
　

奉
納
摺ず

り

　

・
10
時
／
法
運
寺

　

・
10
時
半
／
カ
ワ
ヨ
ビ
ル
駐
車

　
　

場

　

・
〜
17
時
／
本
町
地
区
で
門

　
　

付
け

　

②
２
月
16
日
㊌

　

・
本
町
地
区
門
付
け

　

③
２
月
17
日
㊍

　

・
10
時
／
八
戸
え
ん
ぶ
り
一

　
　

斉
摺
り
参
加

　

・
13
時
／
本
町
地
区
門
付
け

　

＊
天
候
に
よ
り
時
間
が
変
わ

　
　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
駐
車
場　

分
庁
舎
駐
車
場　

　
（
分
庁
舎
西
側
ま
た
は
南
側

　

第
２
駐
車
場
）
な
ど
を
利
用

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
６

Momoishi Enburi Information

Let's use "Shimoda & Mukaiyama Station"

下田駅・向山駅なら駐車無料

東北新幹線に乗るために八戸駅駐車場を使うと
駐車料金が掛かります。下田駅や向山駅の駐車
場なら料金は無料。「青い森鉄道」は私たちみん
なの鉄道です。積極的に利用しましょう。

みなさんの  お役にたちます  宝くじ

　宝くじ助成金は宝くじの売上金を元にしたもの
です。地域を活性化する事業などに使われます。
　このほど緑ヶ丘町内会は、宝くじ助成を使い歩
道除雪機などを購入。地域で自主的な除雪作業を
展開しようとしています。
　来年度の事業申請は終わりましたが、申請方法
や対象事業などは随時対応
します。気軽に問い合わせ
てください。

問企画課　☎ 0178 � 4701

　22 年中に青森県内で発生した交通事故は 5,842
件。死者 66 人、負傷者 7,162 人です。
　事故発生件数や負傷者数は 21 年に比べ減り、
14 年以降９年連続で減少しています。
　しかし死者数は 16 人も増え、66 人になりまし
た。増減率は 32％で全国ワースト２位です。
　歩行中の高齢者が事故に遭うことが多くなって
います。運転者は前方不注視
などが原因で事故を起こし
ているようです。
　交通事故は自分だけで
なく、家族や親類までも
不幸にします。運転は十
分気をつけてください。

問総務課　☎ 0178 � 2166

安全運転を心掛けよう
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Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

場  所 日  時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

 １㊋   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（北部児童センター）
 ２㊌   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（南部児童センター）
 ４㊎、18㊎、25㊎
　　    10:00～12:00 たんぽぽクラブ

10㊍   10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）
14㊊   10:00～12:00 ハンドメイドクラブ（お菓子作り）
16㊌   10:00～12:00 体験保育（１歳クラス）
17㊍   10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）
22㊋   10:00～11:30 よちよちひろば（手作りおもちゃ）
24㊍   10:00～11:30 親子クラブ（おひな様製作）
詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

 ３㊍   10:00～11:30 豆まき会
 ４㊎   10:30～11:30 ひまわりの会（日本舞踊、木ノ下児童館）

 ８㊋   10:00～11:30 体験保育
15㊋   10:30～11:30 ひまわりの会（日本舞踊、北部児童センター）
24㊍   10:00～11:30 ひなまつり製作

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

５㊏、19㊏
　　    15:00～18:00

キッズバレエ＆リフレッシュ体操スクール
（有料）

８㊋、22㊋
　　    10:30～11:00 歌・手遊び、読み聞かせ（北部児童センター）

12㊏   10:00～11:30 保育体験
12㊏   14:00～15:30 わくわくサークル（親子ゲーム）
18㊎、25㊎
　　    10:30～11:00 歌・手遊び、読み聞かせ（木ノ下児童館）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

１㊋   10:00～12:00 おしゃべりサロン
３㊍   10:00～12:00 豆まき
４㊎   10:00～12:00 エクササイズ（いきいき館）
８㊋   10:00～12:00 お誕生会（12月から３月生まれの子ども）
９㊌   10:00～12:00 ヨガサークル（あゆみの里）
10㊍、24㊍
　　    10:00～12:00 はんど＆はあと

15㊋   10:00～12:00 陶芸教室・給食体験
17㊍     9:30～12:00 おいらせクロパ
18㊎   10:00～12:00 マタニティほんわかルーム（離乳食）
22㊋   10:00～12:00 ひなまつり
詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください

●
日
時　

２
月
９
日
㊌　

10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
日
時　

２
月
24
日
㊍　

10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

東
公
民
館

　

交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
な

ら
ど
こ
で
交
通
事
故
に
遭
っ
て

も
弔ち

ょ

慰う
い

金
や
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
自
動
車
事
故
は
も
ち

ろ
ん
、
自
転
車
で
の
け
が
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
１
日
か
ら
来
年
度
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
町

内
会
な
ど
で
団
体
加
入
も
で
き

ま
す
。
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

〈
講
座
１
〉

●
日
時　

２
月
９
日
㊌　

14
時

　

半
〜
16
時

●
場
所　

東
公
民
館

●
内
容　
「
医
者
と
の
上
手
な

　

つ
き
合
い
方
」（
講
師
／
は
ち

　

の
へ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長
・
家
庭
医
療
専
門
医
／

　

小
倉
和
也
さ
ん
）

〈
講
座
２
〉

●
日
時　

３
月
３
日
㊍　

13
時

　

半
〜
15
時
半

●
場
所　

東
公
民
館

●
内
容　
「
年
代
別
、
女
性
の

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」（
講

　

師
／
県
立
保
健
大
教
授
・
精

　

神
科
医
／
大
山
博
史
さ
ん
）

　

管
理
栄
養
士
や
保
健
師
の
講

話
、
調
理
実
習
を
２
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
す
。
一
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
内
容
と
日
時

　

①
「
根
菜
類
を
摂と

ろ
う
！
長

　
　

生
き
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
の

　
　

飲
み
方
」

　
　

２
月
24
日
㊍   

10
時
〜
13

　
　

時
半

　

②
「
彩
り
良
く
食
べ
よ
う
」

　
　

３
月
10
日
㊍　

①
と
同
じ

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
、
材
料
費
３
０
０
円

　

２
月
は
青
森
県
赤
十
字
社
員

増
強
・
社
資
増
収
運
動
月
間
で

す
。

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

は
▼
災
害
救
助
事
業
▼
赤
十
字

奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
▼

救
急
法
な
ど
の
普
及
活
動
―
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
活
動
に
使
わ
れ

る
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
皆
さ
ん

か
ら
の
社
資
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
応
援
す
る

「
社
員
」
に
は
、
社
資
を
出
資

す
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

行
政
推
進
員
が
各
家
庭
を
訪

問
し
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
気
持
ち
が
、
地
域
の
幸
せ
を

生
み
出
す
力
に
な
り
ま
す
。

●
会
費　

１
人
３
５
０
円

●
共
済
期
間　

23
年
４
月
１
日

　

〜
24
年
３
月
31
日

●
受
付
場
所　

総
務
課
、
分
庁

　

サ
ー
ビ
ス
課

　

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険

の
限
度
額
を
適
用
後
、
両
方
を

合
わ
せ
、
次
の
額
を
超
え
た
と

き
は
、
超
え
た
分
の
金
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
対
象
費
用
や
所

得
区
分
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
年
額
の
期
間　

８
月
か
ら
翌

　

年
７
月
ま
で

●
合
算
し
た
場
合
の
限
度
額

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

　

証
（
国
保
・
介
護
両
方
）、　

　

印
鑑
、
通
帳

●
申
請
場
所　

環
境
保
健
課
ま

　

た
は
町
民
課

相
談
日

町 内 会   有楽町／阿光坊／本村／新敷
  錦ヶ丘／洗平

   住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
   鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
   向山／苫米地／洋光台／根岸
   黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日

燃えないごみ ２月 25 日㊎ ２月 22 日㊋ ２月 28 日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　２月   ２日㊌  　　 　　　　　　　　　　 ２月   ９日㊌
　　　　　　　　　　　　２月 16 日㊌       　　　　　　　　　　  　２月 23 日㊌

粗 大 ご み ２月 11 日㊎・25 日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     問環境保健課　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

ま
ず
は
悩
み
を
相
談
し
て

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す

赤
十
字
へ
の
協
力
を
願
い

各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

１
日
１
円
の
掛
け
金

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

町
民
相
談

行
政
相
談

問
企
画
課

　

☎ 
０
１
７
８
�
４
７
０
１

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

問
介
護
福
祉
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
５

問
総
務
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
１
６
６

交
通
災
害

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

2February

災害の程度 等級 共済金額
死亡したとき １ 100 万円

実治療日数
180 日以上

入院 180 日以上を含む ２ 15 万円
入院 90 日以上 180 日未満を含む ３ 13 万円
入院 90 日未満、入院なしを含む ４ 11 万円

90 日以上
180 日未満

入院 90 日以上を含む ５ ８万円
入院 90 日未満、入院なしを含む ６ ６万円

実治療日数 60 日以上 90 日未満を含む ７ ４万５千円
実治療日数 30 日以上 60 日未満を含む ８ ３万５千円
実治療日数 10 日以上 30 日未満を含む ９ ２万５千円
実治療日数 10 日未満を含む 10 ２万円

相談員◉中村廣美
☎ 0178 � 3848

相談員◉柏崎良子

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

　14 日以内に環境保健課または町民課へ
届け出しましょう。
●国保に加入するとき

　届け出が遅れると、保険証を病院など
に提示できず医療費が全額自己負担に
なったり、保険税が二重払いになったり
する場合があります。
　また、保険証が変わったときは、病院
などにも連絡してください。

　交通事故などで第三者から傷病を受け
た場合も、国保を使って受診できますが、
必ず環境保健課へ届け出してください。
　加害者から治療費を受け取ったり、示
談を済ませたりすると国保を使えなくな
ります。注意してください。詳しい内容
は気軽に問い合わせてください。

●国保を抜けるとき

① 職場の健康保険を抜けたとき

② 職場の健康保険に加入しておら
ず、転入や転出があったとき

③ 生活保護を受けなくなったとき

① 職場の健康保険に加入したとき

② 職場の健康保険に加入しておら
ず、転出や死亡したとき

③ 生活保護を受け始めたとき

④ 後期高齢者医療制度に移行した
とき

2 交通事故のときは必ず届け出を

1 資格異動のときは必ず届け出を

国 健 保民 康 険
INFORMATION

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

年齢 所得区分 合算時の限度額

70 歳未満
一般 67 万円　
上位所得 126 万円　
住民税非課税世帯 34 万円　

70 歳以上
75 歳未満

一般 56 万円　
現役並み所得者 67 万円　
低所得者Ⅱ 31 万円　
低所得者Ⅰ 19 万円　

健
康　

福
祉

医
師
の
健
康
講
座

栄
養
講
座
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Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

月　日 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

１日㊋　
 本庁舎（税務課）

15 日㊋　

８日㊋　
 分庁舎（分庁サービス課）

22 日㊋　

＊休日納税相談
［8:30-17:00］

６日㊐　  本庁舎（税務課）

２月の納税相談日　問税務課　☎ 0178-56-4704

納め忘れをしないためにも、手間のかからない口座振替が便利です

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
を
募
集

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
委
員
を
募
集

町
介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

町
内
職
場
・
町
内
会
等
対

抗
将
棋
大
会
参
加
者
募
集

問日本年金機構八戸年金事務所　☎ 0178 � 1742
　町民課　　　　　　　　　　　☎ 0178 � 2246

税金に関する相談はもちろん、税金を納めることも
できます。気軽に問い合わせてください。

今年度の町税などの納期は、１月 31 日
㊊（国保税第７期）で終わります。納
め忘れがないか、しっかり納付書を確
認してください。

募
集
し
ま
す

※有料広告掲載欄です

有限会社 北浜葬儀センター
□霊柩車・病院からの遺体運搬・運賃含め、総費用 30 万円

□車代を含まなければ 20 万円から

お客様のご予算に合わせて葬儀料を決定。気軽にご相談ください。

日本一安い葬儀社

おいらせ町二川目四丁目 73-1468　　☎ 0178-53-2614

●
日
時　

２
月
13
日
㊐　

　

受
け
付
け
／
９
時
半
〜

　

大
会
／
10
時
〜
14
時

●
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
主
催　

町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
協
会

●
参
加
資
格　

町
民
、
町
内
事

　

業
所
な
ど
で
勤
め
る
人
（
大

　

学
、
高
校
、
中
学
校
含
む
）

●
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
・

　

コ
ー
ト
内
４
人
（
男
２
人
女

　

２
人
ま
た
は
男
１
人
女
３
人
、

　

女
４
人
も
可
）

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
あ
た
り

　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
払
い
）

●
申
込
方
法　

２
月
10
日
㊍
の

　

昼
ま
で
に
▼
チ
ー
ム
名
▼
代

　

表
者
名
▼
連
絡
先
―
を
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
現
在
、
本
町
に
は
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
＝
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）
が
あ
り
ま
す
。

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
な
ど
を

話
し
合
う
運
営
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
委
員
の
主
な
役
割

　

①
事
業
者
指
定
や
指
定
拒
否

　

②
事
業
者
指
定
基
準
や
介
護

　
　

報
酬
設
定
に
つ
い
て
町
長
へ

　
　

意
見
を
提
言

　

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
確
保
、
運

　
　

営
評
価
、
運
営
確
保
に
必

　
　

要
な
事
項
な
ど
を
協
議

●
募
集
人
数　

３
人

●
応
募
資
格

　

①
介
護
保
険
制
度
に
関
心
が

　
　

あ
る
町
民

　

②
40
歳
以
上
（
23
年
４
月
１

　
　

日
現
在
）
で
介
護
サ
ー
ビ

　
　

ス
事
業
所
に
所
属
し
て
い

　
　

な
い
人

　

③
日
中
の
会
議
（
４
、５
回

　
　

程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

●
任
期　

委
嘱
を
受
け
た
日　

　
（
４
月
予
定
）
か
ら
３
年
間

●
応
募
期
限　

２
月
28
日
㊊

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
介
護
福

　

祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

　
（
０
１
７
８
�
４
２
６
４
）　

　

い
ず
れ
で
も
可
。
応
募
用
紙

　

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
介
護
福

　

祉
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法　

応
募
用
紙
に
よ

　

り
選
考
し
、
結
果
を
後
日
本

　

人
に
通
知
し
ま
す
。

問
町
体
育
協
会
事
務
局

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
５
９

問
介
護
福
祉
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
５

問
介
護
福
祉
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
５

問
全
国
将
棋
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎ 

０
１
７
８
�
３
９
０
０

　

町
は
23
年
度
「
第
５
期
お
い

ら
せ
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
計
画
期
間
は
24
年
度
か

ら
３
年
間
で
す
。

　

▼
高
齢
者
や
要
介
護
者
な
ど

の
実
態
把
握
▼
福
祉
や
健
康
の

増
進
▼
介
護
な
ど
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
―
な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

　

計
画
を
策
定
す
る
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
の
資
格
・
期
限
や
選
考

　

方
法
な
ど　

前
ペ
ー
ジ
「
地

　
「
第
29
回
三
村
泰た

い

右す
け

杯
争
奪

町
内
職
場
・
町
内
会
等
対
抗
将

棋
大
会
」
を
開
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㊐

　

受
け
付
け
／
９
時

　

対
局
開
始
／
10
時

●
場
所　

桃
川
㈱
４
階
ホ
ー
ル

●
ル
ー
ル

　

①
１
チ
ー
ム
３
人

　

②
無
段
者
同
士
、
有
段
者
同

　
　

士
の
対
戦
は
い
ず
れ
も
平

　
　

手
打
ち

　

③
有
段
者
・
無
段
者
の
対
戦

　
　

は
大
駒
落
ち

●
１
チ
ー
ム
の
参
加
費

　

一
般
／
３
，
０
０
０
円

　

小
〜
高
校
／
１
，
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

２
月
10
日
㊍
ま

　

で
に
事
務
局
（
み
な
く
る
館
）

　

へ申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委

　

員
会
」
と
同
じ

●
募
集
人
数

　

①
40
歳
以
上
64
歳
未
満
の
人

　
　
（
介
護
保
険
第
２
号
被
保

　
　

険
者
）
／
２
人

　

②
65
歳
以
上
の
人
（
介
護
保

　
　

険
第
１
号
被
保
険
者
）
／

　
　

２
人

●
任
期　

４
月
〜
24
年
３
月

ま づ り ォ ラち く フ ー ム

問企画課　☎ 0178 � 4701

　町自治基本条例が出来て早２年―。ま
ちづくり住民組織「地域づくり協議会」の
立ち上げに向け、取り組みが進んでいます。
　みんなが納得できるまちづくりを目指し

「うちの地区ならこうしたい」という思い
を、「かだる（＝参加する、語る）」ことか
ら始めましょう。参加は無料。気軽に参加
してください。

■日時　２月６日㊐　13 時 45 分から
■場所　町民交流センター
■主な内容

13:45 開会行事
13:50 いきいきランラン美化賞表彰式

14:05

第１部●基調講演「地域特性を生か
　したまちづくり～グッドスパイラ
　ルをつくろう」有谷元子さん（青
　森県地球温暖化防止活動推進セン
　ターアドバイザー）

14:55
第２部●協働する住民側の仕組み
　『おいらせ町が目指す「地域づく
　り協議会」とは』（説明）

15:10 休憩

15:15

第３部●パネルディスカッション
　『「かだる」からこそ、ナットクで
　きるまちづくり』

〈パネラー〉
　□敷中博さん（下田タウン株式会
　　社社長）
　□相馬孝さん（小川原湖自然楽校
　　代表）
　□四戸泰明さん（支え合いネット
　　ワーク南部代表）
　□柏﨑利信さん（町連合町内会長）

〈コーディネーター〉
　□三浦文恵さん（八戸短大准教授）

16:45 質疑応答

「かだる」からこそ
ナットクできる
まちづくり

教 いて くえ らお ん

学生や保険料支払いが困難な人には
支払いを「猶予」「免除」する制度があるよ

第２、第３被保険者は手続き不要よ♥

猶予と免除―どちらも申請が必要だ
よ。場合によって書類が必要になる
から、確認してみてね。

＊学生証のコピーも準備しておいてね。

区分 必要な申請
＊学生 学生納付特例申請

学生以外 免除納付猶予申請

うちの妹が 20 歳になるわ

国民年金♥ガール

監修／ Shinya.N　絵／ Ryo.O

う
ち
の
妹
が
…

え
？

国
民
年
金
に
加
入
？

日
本
に
住
む

20
歳
か
ら
60
歳
の

全
て
の
人
が

加
入
す
る
の
よ
♥

う
ち
、

学
生
だ
し
～
。

役
場
で

手
続
き
し
て
ね
♥

明
日
20
歳
に

な
る
わ
ね
♥

あ
っ
!!
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日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
2 水 認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館
3 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
4 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
5 土
6 日
7 月

8 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
１歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象21 年７月生まれの子ども

9 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
２～３カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象22 年 11 月生まれの子ども

10 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
転倒予防自主トレーニング 10:00-11:30 老人福祉センター

11 金
12 土 愛の献血 10:00-16:00 イオンモール下田
13 日
14 月
15 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
16 水 健口栄養講座 9:30-13:00 北 公 民 館
17 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

18 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
健診結果相談会 受け付け／ 15:00-15:30 い き い き 館 健診結果を持参してください

19 土
20 日
21 月
22 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定

23 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健運動指導士の運動指導
５～６カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象22 年８～９月生まれの子ども

24 木
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 10:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導

25 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
３歳児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象19 年８月生まれの子ども

26 土
27 日
28 月

 おいらせ 健康カレンダー 2011.February

編

集

後

記

▼
過
去
の
青
年
団
活
動
記
録
を
眺

め
て
い
る
と
、
先
輩
た
ち
の
燃
え

る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
今
の
時
代
、行
政
で
や
っ

て
い
る
よ
う
な
取
り
組
み
の
多
く

を
青
年
団
員
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

す
ご
い
こ
と
だ
な
と
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
し
た
▼
人
は
仲
間
と
一
緒

に
、
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
は
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、
徹
底
的
に
の

め
り
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
が
少
し
で
も
人
の
た
め
に
な
り
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
感
じ
た
と

き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
団
体
の
活
動

だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活
、
地

域
で
の
過
ご
し
方
で
も
言
え
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
▼
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る
ミ
ニ

議
会
で
は
、
小
学
生
た
ち
が
堂
々

と
意
見
や
提
案
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
町
を
少
し
で

も
良
く
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

し
っ
か
り
持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
企
画
課　

広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

松
林　

拓
大

まちの人口（１月１日現在）

人口 前月比

男 12,209 ⬇   9

女 12,952 ⬇   2

計 25,161 ⬇ 11

世帯 9,371 ⬇   1

✿

♥◉

12 月に届け出し、掲載を希
望した人を載せています

Life Information

17
人

✿
馬
場
虹に

い

奈な

（
樹
・
由
衣
）　
　
　  

三
本
木

✿
夏
坂
昊こ

う

弥や

（
卓
・
ひ
と
美
）  

　
　
住
吉
町

✿
山
田
修

し
ゅ
う

平へ
い

（
章
弘
・
潤
子
）　
　
鶉
久
保

✿
小
向
一い

蕗ぶ
き

（
悠
介
・
麻
衣
）　  

　
二
川
目

✿
鈴
木
蘭ら

ん

（
光
太
・
美
咲
）　
　
　  

住
吉
町

✿
本
山
蒼そ

空ら

（
和
也
・
梓
）　
　
　  

青
　
葉

✿
福
田
沙さ

希き

南な

（
尚
武
・
由
佳
子
）  

青
　
葉

✿
最
上
颯そ

う

也や

（
大
輔
・
志
織
）　
　  

上
新
町

✿
佐
藤
柚ゆ

ず

那な

（
創
・
久
美
子
）　
　  

間
　
木

✿
濱
下
碧み

桜お

（
祐
邦
・
薫
純
）　
　  

二
川
目

✿
成
田
琥こ

珀は
く

（
勇
也
・
真
紀
子
）　  

緑
ヶ
丘

✿
赤
坂
萠め

彩い

香か

（
亘
・
峰
子
）　
　  

緑
ヶ
丘

✿
下
野
創そ

う

史し

（
善
之
・
有
希
）　
　  

緑
ヶ
丘

✿
畠
山
凌り

ょ

汰う
た

（
洋
平
・
恵
）　
　
　  

中
野
平

✿
新
山
環か

ん

菜な

（
直
樹
・
幸
）　
　
　  

緑
ヶ
丘

✿
松
林
由ゆ

偉い

斗と

（
義
喜
・
典
子
）　  

木
ノ
下

✿
山
白
美み

怜れ
い

（
和
馬
・
明
菜
）　
　  

木
ノ
下

15
人

◉
𠩤
田
イ
ト
　
　
　
　
96
歳
　
　
一
川
目

◉
藤
本
き
み
　
　
　
　
88
歳
　
　
木
ノ
下

◉
川
口
美
智
子
　
　
　
51
歳
　
　
明
神
下

◉
三
瀧
東
海
男
　
　
　
77
歳
　
　
三
　
田

◉
岩
﨑
シ
ナ
　
　
　
　
82
歳
　
　
二
川
目

◉
久
慈
松
次
郎
　
　
　
76
歳
　
　
一
川
目

◉
村
木
フ
ヅ
エ
　
　
　
97
歳
　
　
五
丁
目

◉
久
保
信
明
　
　
　
　
78
歳
　
　
藤
ヶ
森

◉
伊
藤
ト
ミ
　
　
　
　
88
歳
　
　
青
　
葉

◉
小
嶋
忠
　
　
　
　
　
82
歳
　
　
一
川
目

◉
柏
崎
強
美
　
　
　
　
78
歳
　
　
三
本
木

◉
鈴
木
末
治
　
　
　
　
89
歳
　
　
一
川
目

◉
松
村
文
男
　
　
　
　
76
歳
　
　
横
　
道

◉
大
光
新
之
助
　
　
　
88
歳
　
　
二
川
目

◉
種
市
櫻
雄
　
　
　
　
81
歳
　
　
新
　
敷

戸
の

籍
窓

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

結
婚
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す ５

組

笹
森
毅
　
　
　
　
　
　

─
豊

原

米
田
良
恵
　
　
　
　
　

─
十
和
田
市

大
柳
僚
　
　
　
　
　
　

─
中
新
町

石
川
育
代
　
　
　
　
　

─
中
新
町

久
保
克
哉
　
　
　
　
　

─
藤
ヶ
森

川
口
珠
美
　
　
　
　
　

─
藤
ヶ
森

平
野
誠
　
　
　
　
　
　

─
二
川
目

長
久
保
晃
子
　
　
　
　

─
七
軒
町

西
館
拓
哉
　
　
　
　
　

─
一
川
目

小
向
ゆ
か
子
　
　
　
　

─
八
戸
市

Oirase Town

面積 71.88km2

長さ
南北 10.3km

東西 10.1km

標高 最高点 60.9m

※有料広告掲載欄です

Happy marriage
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H

onishi
  Rika

ujii
  Shouko

anaka
  Sou

aneichi
  Yumi

eno
  Takahumi

amura
  Runa

iranai
  Chika

ato
  Shuichi

akamoto
  Remi

asaki
  Ayano

ubota
  Yukihiro

be
  Kouta

arita
  Aakito

hiba
  Tatsuya

omukai
  Takahisa

inoguchi
  Aimi

私たちのまち「おいらせ」をもっと幸せにしたい―小学生議員らは郷土に寄せた思いを熱弁した。

下田小学校区内に図書館を
建ててほしいです。本やパ
ソコンなどを使える場所が
あれば、今までよりも知識
を増やせると思います。

お父さんが病気になったと
き、おいらせ病院ではすぐ
に診てもらえなかったです。
ぜひ病人をすぐ診てくれる
救急病院がほしいです。

よくお年寄りがイヌと散歩
しながら一川目や二川目を
歩いています。足腰を休め
ることができるベンチを設
置してほしいと思います。

いちょう公園には以前、釣っ
た魚を入れる箱がありました
が、撤去されました。捨てた
魚のにおいがして困っていま
す。また設置してほしいです。

新幹線が青森まで開業しまし
た。 町 の パ ン フ レ ッ ト を 車
内に置いたり、テレビなどで
CM を流したりすれば、町の
良さを伝えられると思います。

小西里佳

藤井翔子種市有美田村瑠菜日野口愛美佐々木彩乃久保田将央

上野嵩史平内知佳 田中奏 さ
ん［下田小］

さ
ん［下田小］

さ
ん［甲洋小］

さ
ん［百石小］

さ
ん［木ノ下小］

さ
ん［木内々小］

さ
ん［木ノ下小］

さ
ん［甲洋小］

さ
ん［甲洋小］

さ
ん［木内々小］

イオンモール下田から下田
公園までの道路工事が進ん
でいません。いつ完成する
のですか。町活性化のため、
早く完成してほしいです。

甲洋小の近くには公衆電話
がありません。一川目郵便
局の電話まで１キロ以上あ
ります。コンビニなどに設
置することはできませんか。

子どもが楽しく遊べる公園
が 少 な い よ う に 思 い ま す。
サッカーゴールや滑り台な
どを整備すれば、利用者が
もっと増えると思います。

木ノ下小学区には広場があり
ません。町内で最も人口が多
い地域なので、運動、マラソ
ンや散歩ができる公園施設を
ぜひ作ってほしいです。

学校では春に「クリーン作戦」
をしています。町内でも毎月
１回、家族で参加できる取り
組みをすれば、ごみ減量やリ
サイクルが進むと思います。

日ヶ久保屯所付近の交差点は
車が見えにくく、大変危険で
す。信号を設置すれば、安全
に渡れるし事故を防げます。
ぜひ設置してください。

学校は２学期制になりました
が、３学期制に戻したほうが
よいと思います。目標を決め
たり、成績をチェックしたり
しやすいと思うからです。

議員それぞれの町への思いを
感じました。進行はとても緊
張しましたが、楽しかったで
す。一生味わえないような経
験ができたと思います。

阿光坊から神明橋を渡ると、
ガードレールのない道があり
ます。隣は畑で、もし車が突っ
込んだら大変危険です。安全
のため整備してほしいです。

木内々の踏切は、どの方向か
ら来た車が優先なのか分かり
にくいです。交通量も多く大
変危険です。町は事故を減ら
す対策を考えていますか。

おいらせ町はスケートが盛ん
な 町 と 聞 き ま し た。 で も ス
ケート場がありません。小学
生が練習できるよう、スケー
ト場を作ってほしいです。

佐藤秀一

坂本怜美阿部洸太

成田顕士千葉達也小向誉久 さ
ん［木ノ下小］

さ
ん［木ノ下小］

さ
ん［百石小］

さ
ん［下田小］

さ
ん［木内々小］

さ
ん［百石小］

Camera
      Report

) ) )

ミニ議会
まちづくり推進委員会（川口弘
治委員長）は 12 月 24 日、本庁
舎議場で「ミニ議会」を開いた。
参加したのは町内小学校の６年
生から選抜された 16 人の「議員」
だ。「地域を幸せにしたい」「お
いらせを誇りに思えるまちにし
たい」―地域に寄せる熱い思い
を胸に、ミニ議員らは活発に意
見を述べた。

16 人のミニ議員が熱心に質問
　

ミ
ニ
議
会
は
毎
年
12
月
に
開
か

れ
て
い
る
催
し
。
子
ど
も
た
ち
に

行
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
知
っ
て

も
ら
い
、
郷
土
を
考
え
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

10
時
―
議
場
に
開
会
を
知
ら
せ

る
ベ
ル
音
が
鳴
り
響
く
。
議
場
の

ド
ア
が
開
く
。
16
人
の
「
議
員
」

ら
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
議

場
へ入
場
。
席
に
着
い
た
。

　

議
事
を
進
行
す
る
の
は
、
議
長

を
務
め
た
久
保
田
将ゆ

き

央ひ
ろ

さ
ん
（
木

ノ
下
小
６
）。「
こ
れ
か
ら
ミ
ニ
議

会
を
開
き
ま
す
」
と
大
き
な
声
で

開
会
を
宣
言
し
た
。

　

１
番
小
西
里り

佳か

さ
ん
（
下
田
小

６
）
か
ら
15
番
阿
部
洸こ

う

太た

さ
ん（
百

石
小
６
）
ま
で
、
15
人
の
議
員
ら

は
熱
心
に
質
問
。
保
護
者
ら
関
係

者
は
傍
聴
席
で
見
守
る
。
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
は
彼
ら
の
質
問

に
対
し
、
丁
寧
に
答
え
た
。

　

議
事
が
終
わ
る
と
ミ
ニ
議
員
ら

は
ほ
っ
と
し
た
表
情
。
坂
本
怜れ

美み

さ
ん
（
木
ノ
下
小
）
は
「
少
し
緊

張
し
た
け
ど
貴
重
な
体
験
で
し

た
」
と
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

1川口弘治委員長から委嘱状を手渡される千葉達也
　さん（木内々小）。緊張が少しずつ高まる
2西舘秀雄町議会議長からバッヂをつけてもらう久
　保田将央さん（木ノ下小）
3真剣な表情で町の答弁に耳を澄ます子どもたち。
　次代を担う彼らは「おいらせの宝」たちだ

12

3
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おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

P  erson
OIRASE

ズ ー ム ア ッ プ

　
「
久
し
ぶ
り
に
同
級
生
た
ち
に
会

え
て
う
れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
の
姿

を
見
て
、
自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば

と
感
じ
ま
し
た
」

　

成
人
式
（
１
月
９
日
開
催
）
に
臨

ん
だ
吉
岡
優ゆ

衣い

さ
ん
＝
（
20
）
若
葉

出
身
＝
は
仲
間
と
の
再
会
を
心
か
ら

喜
ぶ
。
式
典
で
は
上
久
保
雄た

け

央ひ
さ

さ
ん

と
共
に「
二
十
歳（
は
た
ち
）
の
提
言
」

を
堂
々
と
読
み
上
げ
た
。「
こ
れ
か

ら
私
た
ち
が
郷
土
の
担
い
手
に
な
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

現
在
、
静
岡
県
立
大
学
国
際
関

係
学
部
の
２
年
生
。
勉
強
、
サ
ー
ク

ル
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
忙
し
い
日
々

を
送
る
。「
限
ら
れ
た
時
間
で
物
事

を
両
立
さ
せ
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
」

と
少
々
苦
笑
い
。

　

将
来
の
夢
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
な

る
こ
と
と
話
す
吉
岡
さ
ん
。
家
族
旅

行
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
の
姿
に
あ
こ
が

れ
た
。
す
で
に
小
学
６
年
の
頃
に
は

夢
は
固
ま
っ
て
い
た
。「
み
ん
な
を
幸

せ
な
気
持
ち
に
で
き
る
仕
事
、
誰
か

の
た
め
に
尽
く
せ
る
仕
事
を
し
た
い
」

と
力
強
い
。
持
ち
前
の
明
る
さ
と
優

し
さ
で
、
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
。

よしおか・ゆい　1990（平成２）
年下田町（＝当時）若葉生まれ。
県立三本木高校を卒業後、静岡県
立大学へ進学。国際関係学部で勉
学に励んでいる。将来ツアーガイ
ドになることを夢見る。「環境サー
クル」に所属し、地球環境保護の
啓発やイベントなどに積極的に取
り組む。家族は祖父、父母、兄、
弟の６人。現在は静岡市で一人暮
らし。静岡県静岡市在住、20 歳

Profile

イオンモール下田内に
ブランドアンテナショップ

「おいらせ新鮮市場」オープン。
おいらせの味覚を楽しめるよ。
みんなで遊びに来てね。

将
来
の
夢
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
る
こ
と

人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
仕
事
を
し
た
い

吉
岡
優
衣
んさ

（
若
葉
）


